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植物としてのケナフ
ハイビスカス科の 1年草である。(成長の全過程

を初夏から晩秋の間で観察できる。)

大きく成長 し (4m近 くになる)、 きれいな花を

つける。 (鑑賞 と緑陰 )

靭皮や心材で工芸品が作れ、花は染色や食料原

料になる。

4.紙に漉くことができるc(森林を破壊 しない非木材系の製紙原料)

5,炭 にして、吸収材、吸着剤、土壌改良剤になる。 (再利用資源 )

6.二酸化炭素の吸収量が他の植物に比べて大きいc(効率の高い環境資源)

ケナフ炭の性質 と用途

1.多孔質で軽量である.

2.気体の吸着性に優れている。 (消臭剤、吸湿剤)

3.火がつきやすい1ミ 、火力は低い。 (着火斉J)

4.容易に細かい粉 :こ することができる。 (石鹸)

5.炭素の塊 りなので、化学的に安定している。 (土壌改良剤)

実験でわかつたこと

1)エチ レンガスの吸収

野菜や果実はエチレンガスを発生して熟成するが、それが老化や腐敗の原因にもなつているc

エチレンガスの発生を抑えるか、発生 したエチレンガスを取り除いてやると、果実の鮮度は

長く保たれることになる。

みかんとバナナを密閉したタッパー容器に入れ、竹炭 とバーベキュー炭、ケナフ炭で腐敗実

験をしたところ、ケナフ炭の効果が抜群であった。

2)湿度調整

兵庫県立生活科学研究所の恒湿室で、 50リ ットル容器中でケナフ炭の湿度吸収実験を行っ

て効果があることがわかったので、恒温・恒湿室内に設置された 6畳の和室での湿度調整機

能の実験を行つたところ、実用上も効果があることがわかったc



木炭を用いて湿度 90%で測定した水蒸気吸着量 (Wl)と湿度を 55%に 下げたときの吸着量

(W2)の差を木炭の調湿能力 (Humidity Control Capacity)と 定義 している。

湿度が低い状態では、本炭や活性炭の水蒸気吸着能力は表面が疎水性のため、非常に低い。

しかし、吸着能力は高湿度領域になると急激に増加する。従つて、本炭や活性炭は 90%以上

の湿度で水蒸気を吸収 し、湿度が 50～ 70%の 乾燥 した日には水蒸気を吸着する。

3)ホルムアルデ ヒ ドの吸収

最近、シックハウス症候群が問題になっているが、ケナフ炭が原因物質の 1つである

フオルムアルデヒドを吸収する能力において、本炭や竹炭よりも優れていることを、兵庫県

立生活科学研究所でわれわれが行つた実験で確かめることができた。

4)消臭効果

ケナフ炭を竹炭と比較 した吸着試験を行った。その結果、ベンゼン吸着力ではケナフ炭は 0.6%、

竹炭が 0.4%と ケナフ炭が上回つたが、吸着硫黄量では、ケナフ炭 3.31%、 竹炭 0.693%と ケナ

フ炭を大きく上回つた。吸着アンモニア量では、ケナフ炭 3.05%に 対して竹炭 4.8%と 竹炭が

やや上回っていた。

吸着能力は炭の表面の化学的な性質に依存するので、酸性に対してはアルカリ性の高い表面を

持った炭がよいことになるcこれから見ればケナフ炭の表面は竹炭よりはアルカリ性が高いこ

とになる。このことから、靴下の臭いは、イソ吉草酸という有機酸の臭いであるといわれてい

るので、靴の消臭剤としてケナフ炭 |ま効果がありそ うである。

これを実証するために、消臭グッズとして布袋にケナフ炭を入れたものを多くの人 |こ試 しても
らつたが、効果があるということで好評を得ているこ

5)土壌改良

地力の衰えた土壌の保水性、透水性を高めるととt)に、本炭の細子Lの 中に繁殖 した土壌微生
物が農作物の成長に効果を発揮すると考えられていた。その上、微量成分を溶出するので植
物の養分となり、逆に不要な農薬類を吸着 してくれるので、本炭の上壌改良剤としての評価
は高かった。

ケナフ炭をこの用途に利用することを考え、われわれは実験農園で 3年間実験を行ってきた。
その結果、ケナフ炭には土壌改良剤として非常に有望であることがわかった。

6)可能性 のある用途

上壌や大気中の有害物質を吸着 したり水中の汚染源を浄化するなどの用途で、すでに使われ
ている活性炭や木炭、竹炭よりも優れた効果が発揮できる用途を探 ヒ/て行きたい 。電磁波の
遮断に効果を出せるようにするための形状や使用方法のかいはっも可能性がある分野である。
紙の中に漉き込むことによって遠赤外線を利用することもできる。ケナフ炭は密度が低いの
で、燃料として利用 しても備長炭や通常の木炭に比べて劣るが、逆に比重の軽さ、軟らかさ、
空隙率の高さ、比表面積の大きさ、表面の化学的な性質などの特徴を利用すれば、ケナフ炭
でなければならないような用途が見出せるものと確信 している。         以上




